鎌田實と家族の在り方と終末医療
■いいお父さんと｢見放さない」
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・ベスト･ファーザー賞受賞の理由は､17歳の時の娘に｢お父さんなんか嫌い」と言われて､生き方を変え､なんとか父と子の絆(きずな)を作り直すことに成功したことだった｡その頃のぼくは､あったかな病院をつくろうと必死だった｡仕事人間だった｡「がんばらない」なんて言いながら､がんばる人だった｡

・娘のひと言はショックだったけど､おかげで生き方を変えることができた｡ゆっくり時間をかけて､一緒の時間を過ごし､一緒の本を読み､できるだけ一緒にご飯を食べ､一緒に旅をした｡いろんな話をしているうちに､わかり合ってきた｡

・息子や娘は､ぼくのことをミノ君､ミノ君と呼ぶようになった｡映画を観(み)に行こうとか､スキーに一緒に行こうとか､声を掛けてくれるようになった｡それぞれの人生の岐路に立ったときに､かつてはサトさんに全部相談していた２人が､大事な用件はぼくに直接話してくれるようになった｡少しずつお父さんらしくなっていったのである｡…新刊『へこたれない』(ＰＨＰ研究所)

・妻は､ぼくの出生の秘密を守るために､ぼくと父の間で､二重スパイをしていた｡ぼくの家には隠し事も嘘(うそ)もあった｡拾って育ててくれた養父の名をつけた「岩次郎小屋」という丸太小屋を信州に建てた｡父になってくれた岩次郎に感謝をしたかったのだ｡三世代で暮らし始めた頃は､無理があるいびつな家庭だったが､少しずつ家庭らしくなっていった｡

・『へこたれない』の中に生きにくい時代を生き抜くためには､

・怖(おそ)れすぎない､　　　　　　　・悩みすぎない､
・欲張りすぎない､　　　　　　　　 ・オタオタしない｡　
この四つが大事と繰り返し書いた｡

新型インフルエンザだって､不況だって､いつかなんとかなるものだ｡ダメなお父さんだってきっと､いつか､なんとかなる｡信じていい｡
へこたれないことだ｡

・今､うまくいっていないお父さんたちにも､自信をもってもらいたい｡時間をかければ､その気になれば､親子は理解し合うようになれる｡焦らずにゆっくり､ゆっくり｡
いつか､いいお父さんになれるはず｡
・ぼくは本当の父がいなかったのに､岩次郎さんのおかげで生きることができたのでお返しがしたかった｡大阪・釜ヶ崎の､経済的な理由で大学に行けない子どもの足長おじさんをさせてもらった｡新潟県中越地震の被災地の子どもたちに｢心に太陽｣をと､１年間お金を集めたり､エッセイを書き続けたりした｡イラクやチェルノブイリの病気の子どもたちを救う活動をしてきた｡色々な所で子どもたちのお父さんのような役をしていると評価してもらったようである｡

・いいお父さんが日本に増えるといい｡もっともっと厚みのあるいい家庭が生まれる｡いい家庭が増えれば､それが集まっていい地域になり､さらにいい国になるはずである｡
まず､いい家庭を作ろう｡そのためにはお父さんの力が大切である｡

・がんばらなくてもいいけどへこたれないで欲しい｡
いいお父さんが多くなることを祈っている｡

http://www.yomidr.yomiuri.co.jp/page.jsp?id=13273&top=13273&date=2009-06(2009年6月21日掲載の読売新聞,,転載⇒抜粋)

■1948年東京生まれ｡幼少時の記憶には､いつも心臓の病で苦しんでいた母・ふみの姿があった｡手術するしか助かる見込みがない重い病だった｡治療費を稼ぐため､父・岩次郎は､タクシー運転手として､朝から深夜まで働いた｡懸命に働く父の姿を見ながら育った｡
・子どもの頃､ずーっと母は弱くて､入院生活が長かった｡そんな母を見ていた｡父親は､凄く厳しかった｡家の掃除とか｡父親は母を治したいという夢をもっていて､タクシー運転手をしながら､朝早くから夜中まで､もう兎に角いっぱい仕事をして､お金を稼いで､母を治すというのが夢だった｡
・僕は､朝早くから父から与えられた仕事として､日曜日にいつも母の病院へ行って､一日中病院の母親のベッドの中に潜り込んで､一緒に居た｡小学校三年か四年になっても､母のベッドに潜り込んで一日過ごしていた｡
・高校三年生の時に､｢医者になりたい」と父に相談をした｡
すると､｢家計のことをよく考えろ」と言われた｡｢俺は母さんの面倒を見るのが精一杯で､お前の面倒をこれ以上みられない｣と｡

青森出身で､末っ子だったので東京に出て来て､苦労して職に就いた｡｢医学部というのはとても大変なことだ｣と父は思ったようだった｡
･｢絶対ダメだ」と｡何度も何度も父にお願いし､最後に父親は､｢もうそんなに言うんだら､好きなようにしろ｡もう今日から食べることも､それからもし万が一運良く大学が受かった時にも､大学の授業料や教科書代も全部自分でやれ」と｡｢家(うち)みたいに貧乏な家の人間が病人を抱えて､どんなに苦しんできたか､お前も見ただろう｡その弱い人､貧乏な人のためになる医者になれよ｡弱い人たちの気持ちが分かる医者にならないとダメだぞ」と言った｡

■大学卒業後､地域医療に魅力を感じていた鎌田は､赤字を抱え､経営状態どん底の諏訪中央病院の内科医として着任｡医師になって5年目(35歳でパスポート取得の時)､鎌田は初めて手にした戸籍を見て､初めて自分が養子であることを知る｡(それまで入学や結婚など戸籍が必要な手続きはすべて父・岩次郎が行っていた｡)

・その後､父も母も､僕が知らないという前提で､一生懸命僕に接していたので､知らない振りをしながら､それ以後は､僕は､父や母を本当に大事にしなくちゃいけない､って思った｡(奥さんにだけは結婚時に話されていた｡)
・半年後に､心臓弁膜症の手術が成功して元気になっていた母が､東京から赴任先の茅野(長野)へ遊びに来ている時に､脳卒中になってしまった時､大学時代の同級生で大変仲のいい親友が､内科医で此処に務めていた｡その親友が母親の主治医になり､治療の甲斐もなく､どんどん悪化して､今でいう脳死状態に近い状態になった｡

・その同級生の主治医が､｢鎌田､もうやるだけのことはやったけど､ここまでだよ｣と言う｡見ていて分かったので､｢ウン､分かった｣「親父に僕がいうから｣となり､親父に､｢母さん､もうダメだから｡やるだけのことを全部やった｡もう殆ど呼吸が止まりかかっていて､心臓はまだ動いている｣と｡

・親父が､｢分かった｣と言った後に､｢だけど､その心臓が動いているので､母さんの口の中から気管チューブを入れて人工呼吸器に繋げば､もう一週間位もつかも知れないけど､…もう対光反射もないし､脳が死んだという証拠の､そういう状態だから､父さん､母さんがよくなることはないから､母さんは､助かる見込みがないのに器械を入れるのは､僕は､望まないと思うから､これで終わりにしてあげた方がいいと思う｣と言った｡その時に､親父が手をワナワナと振るわして─高校三年の時に､僕は父とぶつかり合って､父が､｢お前に自由をやる｡好きなように生きていい｣と言って､僕は医学部にいくことになった｡それ以降､全く僕の生活の仕方にあれこれいうことをしなくなった─ひさびさに怒鳴りつけられて､｢お前の目の前にいる､お前の大事な母親だろう！その人が死のうとしているのに！俺だって分かるよ｡素人の俺だって､お母さんが助からないのは｡だけど､一秒でも生きて貰いたいんじゃないか！｣といった｡
・｢助からないのは俺だって分かるけど､人工呼吸器に繋いでくれ」と言うんですよ｡その時に､大好きな母を大事に看てあげたいから､人工呼吸器に繋ぎたくなかった｡父は､死ぬのは分かっていても､一秒でも生きて貰いたいから､人工呼吸器を繋ぎたい｡僕は父の気持ちが痛いほど分かった｡
・僕の考え方は今でも間違ってはいないと思っているんです｡僕は友人と相談して､人工呼吸器に繋いだ｡一週間後､心臓が止まって母は亡くなったんです｡その時に､父親が初めて､｢よくやってくれた｡大変だったけど､ほんとによくやってくれた｣と言って誉めてくれた｡

・その一週間は､父にとっては､多分母と別れる心の決着をする大切な一週間だった､と思う｡でも､僕は､｢母にああいうふうにして良かったものだろうか｡母はあれを望んでくれたかなあ｣って､ずーっと不安な思いでいました｡

■母親を看取って十年後､鎌田は､父・岩次郎を東京から呼び寄せ､一緒に暮らし始める｡その間､鎌田は､自分の出生の秘密を知ってしまったことを父に話さなかった｡
そして､父岩次郎さんとの別れの時がやってくる｡

8年程､父と三世代家族は過ごすことができ､父は88歳で､最後はやはり母と同じように､脳梗塞で倒れる｡
・人工呼吸器に繋げてしまって､母はそれを喜んでくれたかなあ､ってずーっと疑問を抱えていたので､父を看取る時は､家族の中で出来るだけ人間らしい､人間的な死を迎えさせてあげたいと思っていた｡でも､最後って､分からない｡脳外科や内科の先生が協力してやってくれたんですけども､父は88歳ということもあって､徐々に徐々に悪くなって､二ヶ月治療して､血圧がどんどん下がっていった｡看護婦[image: image2.jpg]


さんに呼ばれて､病室へ行くと､(個室にいたんですけど)音楽が流れていた｡

父の枕元に小さなカセットデッキが置かれて､津軽三味線が流れていた｡父の故郷は青森で､85歳位から晩年になると､津軽が恋しくて､津軽恋しいというか､故郷が恋しくて恋しくて､という感じで､毎日高橋竹山(ちくざん)-盲目の三味線の方の曲を､ビールを飲みながら､いつも八ヶ岳(岩木山・津軽富士を見ているんじゃないかなあと思っていた｡)を見ながら､その音楽を聴いてた｡その津軽三味線が､父の耳元で静かに流れているのを聞いて､凄いと思った瞬間､目を父のベッドの方に向けたら､子どもたちや女房が､父の手と足を(ベッドの上にビニールが敷かれ､洗面器が置かれ､お湯が張られていた)家族みんなで手と足を洗ったり､マッサージをしてあげたり､爪を切ってあげたりしていた｡父は､血圧50で､三途(さんず)の川を渡っているんじゃないかなあ､と思われるシチュエーションの中で､故郷の曲を聞きながら､孫たちに手と足をお湯で洗って貰って､フワフワッとして､気持がいいだろうなあ､と思った時に､｢ああ､この人に拾ってもらって､育ててもらったけども､ああ､これでいい」というふうに思えたんですね｡母は､ああいうふうに看取ったけども､父はきっと､｢ああ､良かったよ｣って､誉めてくれるかなあ､というふうに思えた｡それは､僕にとっては､父と母を看取った､看取り方のところで､僕の医療観みたいなのができてきて､僕が関わる患者さんには､同じように人間らしく看取ってあげられないかなあ､というふうに思うきっかけになりました｡

・いま｢日本の家族というものの力｣が､つまり日本の教育力というのは､学校の教育力だけではなくて､地域の教育力と家族の教育力があって､｢日本人の不思議な力｣を作ってきたと思うんだけれど､いま日本は､家族の中の繋がりとか､教育力がウンと低下しているような気がするんですね｡
・それは､僕の家は血が繋がっていなかったことによって､逆に凄い努力をしながら､お互いが大事にしあい､そして尚かつ非常に良かったのは､お互いが一人ひとりの人間として､自由を認めあった｡苦労はしろ､だけど､自由をくれた｡父から貰った大切なものは､人間が生きる上で､一番大事なものは自由だ｡だから､子どもにしても､それから僕と関わる病院の中の職員にしても､それから地域の人たちや患者さんと関わる時でも､それぞれの人の自由というのをどうやって認めてあげられるか｡その人たちのその人らしさをどうやって認めてあげればいいのか､ということを考えるきっかけを作ってくれたのは､やっぱり僕たちの擬性家族というんですかね｡偽物の家族の中で､父岩次郎や母ふみから教えられたものが大きかったと思っているんです｡
■鎌田は往診にも積極的に出掛けて行く｡最後まで自宅で暮らしたいという人たちの願いに応えるためである｡患者が希望する生き方を支援すること｡最後まで患者や家族とともに歩むこと｡鎌田が訪問看護で大切にしている理念である｡
・患者の中には､病院で安らかな死を迎えたいと希望する人もいる｡そのため鎌田の病院では､4年前､痛みを緩和しながら過ごせる「ホスピス病棟｣(個室で全6床)を作った｡

・ずーっと在宅ケアというのをやっていて､在宅ホスピスケアという癌の患者さんたちが､在宅医療を受けるようになった｡そうすると､今度は痛みをコントロール出来ない患者さんがいて､その患者さんを何とかキチッと痛みをコントロールしてあげたい｡それから､ご家族が介護で疲れた患者さんなんかに関しては､僕たちが此処でキチッとサポートしてあげることで､ご家族にもちょっと休んで頂こうと思っている｡大変広くとられていて､ご家族が一緒に泊まりたい時には､畳の部屋なので､ご家族が添い寝というか､一緒に川の字に布団を並べて､最後にご夫婦で一緒に寝るということも出来る｡簡単なお勝手があって､ボランティアが居て､お茶会があったり､家族が此処で歌を歌ったり､ご家族も此処で出会ったりするので､いい形で家族と最後のお別れの時間を過ごせるんです｡此処は痛みを取るプロの先生がいますので､痛みは完全に取ってくれて､看護婦さんの数も非常に多いのです｡六人のところに､看護婦さんが12人いるので､ゆったりと看護をして貰える｡

日本間に居るような感じで､雪見障子になっていて､ここから八ヶ岳の眺めがいいです｡
・特に病気だったり､死を直前にしたりしていると､患者さんって､とても孤独に陥る｡自分のことは誰も分からないし､しかも､自分の命がもうじき亡くなるかも知れないという不安と､孤独というのはとても大きいと思います｡大事なことは､激励したりするんじゃなく､まず聞いてあげることが大事なのかなあ､と思っている｡
・聞いてあげることの大事さというのは､やはり患者さんから教えられたんですが､前立腺癌の患者で､骨(こつ)転移があって､もう歩けなくなった患者さんです｡その患者さんには､癌であること､骨に転移があることもキチッとご説明してあった｡ちょうど春だったんですね｡その患者さんが､｢桜が咲いた｣というニュースを､テレビでやっているのを見て､｢僕は､もう来年生きて桜を見ることはないだろうなあ」って､言われたんですね｡偶然看護士さんが病室にいて､その時に､なんか嘘みたいな言葉で､｢来年良くなって､お花見出来ますよ｣なんていう言葉が､どんなに相手を逆に傷付けるか､その看護士さんは多分分かったんだと思うんです｡ですから､言葉を見出せない看護士さんは､黙って病室を出て､同僚たちに､｢何々さんがこう言っている｣って､話をし､ベテランの看護士さんが､｢言葉は何もない｡返事は何も出来ないけど､午後みんなで仕事の順序を変えて､その方をお花見に連れて行ってあげよう｣という話になった｡で､お花見に､彼は看護士さんと病院の運転手さんに付き添ってもらって､近くのお花見に行くんです｡帰って来て､｢先生､嬉しかった｡先生､何で嬉しかったか､先生にはきっと分からないだろう」って｡｢お花見に行けたことではないんだ｣｢僕の言葉を受け止めてくれた｡その若い看護士さんが､そんなにも僕の言葉を受け止めてくれて悩んでくれたんだ｡赤の他人の看護婦さんがそうしてくれた｡だって､声を聞き流してくれても良かったし､聞こえない振りをしてくれても良かった｡あれは､僕が､自分に言い聞かせるように､〝もう来年は生きていないぞ〟って､自分に言い聞かせた言葉で､返事を僕は求めていたんじゃない｣って言うんですね｡｢でも､凄く嬉しかったよ｣って言う｡つまり､｢言葉を受け止める｣というふうに言われた時に､日本は二十世紀後半もの凄く豊かになったけど､僕の家庭の中でも､僕もほんとに忙しくて､病院作りにほんとに全力で走って来たので､ああ､僕は､僕の家族の言葉をちゃんと受け止めていたかなあ､とか､僕の子どもたちの言葉を受けていたかなあとか､職場でも､或いは地域人や患者さんの声でも､ほんとに大事なことは､言葉を受け止めてあげることで､何かをしてあげることよりも､まず言葉を､まず受け止めてあげることで､結構なことは解決出来るんじゃないか､という気がしたんですね｡だから､｢支える」ということの一番大事な根本は､まず｢聞いてあげる｣ということなのかなあ､と｡僕たち､福祉や医療に関わる人って､｢何かをしてあげることが支えることだ」というふうに思うじゃないですか｡でも､一番患者さんたちに望まれているのは､もしかしたら､僕たちがプロとして､何かしてあげることの前に､言葉を受け止めてあげることで､患者さんは､かなりの部分ホッとするようになるじゃないかなあ､ってその患者さんを通して教えられた｡

■多分､ほんとに苦難の状況の中にいて､自殺をしようなんて思っている人にとって､一番救われるのは､肩を叩かれて､｢頑張れよ｣というんじゃなくて､やっぱり自分の言葉を黙って聞いてくれる人がいる時に､結局､自分の内から立ち直ろうという気持が出て来ないと､人から言葉で､｢元気になれよ｣とか､｢頑張れよ｣とか､言われても､ほんとのエネルギーは湧いてこないかも知れないですね｡

・僕らの老人保険施設が､11年前に初めて開設した時に､初めての死亡退院をしたおばあちゃんがいた｡それは､胃癌の患者さんで､もう92に手が届く位の年齢だった｡その患者さんには身寄りが居なくて､老人保険施設へ入所して､僕たちの若いスタッフたちが支えていた｡ご飯が食べられなくなって検査をしてみると､胃癌だということが分かって､当然､僕は､病院へ移そうというふうに思った｡
そうしたら､職員たちが､｢いや､僕たちが看たい｡私たちが看たい｡手術をするんなら別だけど､もうそういう状況ではない｡手術をするのでないなら､私たちが看たい」と言って､ほんとに若い介護職員たちが､もう食べられなくなっていくと､アイスクリームを時間をかけて食べさせてあげるんですね｡最後､ほんとに穏やかな死を､その方が迎えていくんです｡亡くなった時に､夜だったんですけど､老人保険施設の全部の職員たちが口コミで､みんなに連絡がいって､集まって､みんなが泣きながらお見送りをしていた｡その光景を見た時､｢あ､僕は無理に病院へ移さなくて良かったんだ｡身寄りのない人だからこそ､職員たちは自分の家族のようなつもりで､そのおばあちゃんを看てあげたんじゃないかなあと思ったんですね｡

・やはり攻める医療で､手術や抗ガン剤で治すということも凄く大切な武器だけれども､もう一つ｢治す医療｣や｢攻める医療｣と同じ位､｢支える医療というか､支える福祉｣というのが大事である｡
・そのところには､家族のようなものが､ほんの少しでもいいからあると､患者さんはきっとホッとするし､逆にそこから生きる意欲とか､気力が湧いてくるのかなあって思っている｡

■鎌田は､自分の看てきた患者が亡くなると､弔いの訪問をすることにしている｡亡くなったのは93歳の患者だった｡望み通り､自宅で迎えた最後だった｡家族と病院が一緒になって､患者を支えてきた｡

おばあちゃん､幸せな人生だなあ｡

いつでも､僕はものの考え方として､｢繋がって看ていきたい｣と思っているんです｡ですから､今の日本の医療って､出来るだけ平均在院日数を短くして､キチッと治療して､すぐどっかへ放り出すようにして出す｡出された側は､自分で次の病院を捜したり､戸惑いながら在宅へ帰っていったりするわけです｡僕たちの病院も､この病院の経営が成り立つために､平均在院日数が14.7日ということで､大変短い在院日数で､366床の病院を切り盛りしているわけです｡でも､患者さんを出来たら継続して､患者さんが途方にくれないようにしてあげたい､と思っているんです｡だから､普通の患者さんが､此処の病院でずーっと最後までというのは難しいけども､老人保健施設や特養に移ったり､或いは､在宅がいいといえば､24時間体制で､医師や看護婦さんたちが行くようなシステムの中で､患者さんを､｢いつも安心｣というキーワードを大事にしながら､患者さんがこれならやっていける､生きていて良かったなあと思ってくれるようなシステムの中で､患者さんを支えられないだろうか､と｡

・それは､その先には､死があっても､死んだからそれで終わりではなくて､僕たちは､患者さんを一人の人間として見るだけではなくて､その後ろにいる家族を支えようとか､その家族が生活している地域も支援しよう､というふうに思っている｡

・そう考えた時に､患者さんは亡くなっても､そこで家族が生きている｡その時に､やはり一ヶ月位､亡くなった後に､ご家族のところにお線香あげに行かせて頂いて､患者さんのご遺族がまだちょっと淋しいお気持ちが残っていたりする時に､少しお喋りをしてあげることで､家族がホッとしたり､｢よく看てあげたんですね｣っていう､僕たち専門家の一言で､自分のやってきた家族の介護に自信がなかった人が､｢あ､これで良かったんだ」と思えて､例えば､苦労して二年間､お舅さんを看たお嫁さんが､｢あ､その一言で救われました」と言って下さる方なんかもいるわけです｡ですから､そういうことを考えれば､その患者さんだけを看れば終わりじゃなくて､その周りにあるいろんなものを支えていくことで､命を支えることになるのかなあって､思っているんです｡
■鎌田は､アメリカ先住民の老人の死に､一つの理想をみている｡

今日は死ぬのにとてもよい日だ｡

あらゆる生あるものが私と共に仲よくしている｡

あらゆる声が私のうちで声をそろえ歌っている｡

すべての美しいものがやって来て
私の目のなかで憩(いこ)っている｡

すべての悪い考えは私から出ていってしまった｡

今日は死ぬのにとてもよい日だ｡

私の土地は平穏で私をとり巻いている｡
私の畑にはもう最後の鋤を入れ終えた｡

わが家は笑い声で満ちている｡

子供たちが帰ってきた｡
うん､今日は死ぬのにとてもよい日だ

(ナンシー・ウッド著､丸元淑生訳)

｢Yes, today is a very good day to die｣という､｢今日は死ぬのにとてもいい日だ｣というこの詩は､一生懸命キチッと生きたからこそ言えるんじゃないか｡だから､僕も今までずーっと一生懸命夢中になって生きてきたわけですけど､これからも夢中になって生きて､そして､死を迎える時に､｢いや今日は死ぬのにもってこいの日だ」｢いい日だ｣って言えるような生き方を､これからもしていきたいんです｡

この光景の凄さは､農業をやっていたネーティブ・アメリカンが､自分の畑を自分で鋤(すき)や鍬(くわ)を入れて､そして種蒔きの準備をして､そしていよいよ春がくるという時に､自分の死を予感して､子どもたちがまた集まって来て､その子どもたちが来てくれたんで､自分は鍬を入れたり､鋤を入れたりして､準備を整えながら､子どもたちが今度は春､種を蒔くんだ｡そして､その実りを刈るのは子どもたちなんだ｡そうやってバトンタッチをしているのが､僕たち人間の役割という気がするんですね｡

聞き手(迫田)：命がこう消えるけれども､繋がっていくということでしょうか｡

鎌田:そうだと思うんですね｡僕の子どもたちは､岩次郎さんを看ていった時に､｢ほんとに人間って､お父さん凄いね｣と｡岩次郎さんが亡くなっていく姿を見た僕の娘が､｢死は恐いものじゃない｣って､こう言ってくれたんですね｡多分､そう｢死｣に逢うことは経験の中でなかったから､彼女にとっては恐ろしい光景だった､と思うんだけども､お湯でおじいちゃんの手と足を洗っていきながら､つまりおじいちゃんを癒そうと思っていながら､その行為そのものが､僕の娘･彼女自身が癒されている｡おじいちゃんの手をさすりながら､自分が大切な人を失っていく喪失感を､お湯の温もりの中で､おじいちゃんの体温を感じながら､彼女自身が癒されていたんじゃないか｡
・だから､人を看るということは一方的に何かしてあげるように見えて､実は､何かをしながら､逆に､僕らが癒されている｡医療するとか､介護をするとか､ということは､多分､逆に僕たちが頂いていることが多いのかなあ､って気がするんですね｡

迫田：娘さんはつまり岩次郎さんにとってはお孫さんですけれども､死という一番悲しい､子どもにとっては非常に辛い場面でも､そこに何か貰った､いのちを貰ったというか､なんかそういうことが起きるような死ということがあるんですね｡

鎌田：それが､その家族の役割の大切なものじゃないんですかね｡家族というのは､結婚して子どもを生み育て､そして親を看取り､そして親を葬る､という一連の中で､家族というのは､脈々と流れていくわけですけども､その一番大事なバトンタッチ､いのちの大切さみたいなものを､子どもが生まれるという時と､それから大事な家族が死んで逝くという光景の中で､子どもたちへその｢大切さ｣をバトンタッチしていくことが大事だ､と思うんですね｡家族の大切な機能というのは､子どもにそういうものの大切さを教え伝えていくことじゃないか､と｡

だから､岩次郎さんのお陰で､岩次郎さんの死を通して､僕たちの家族は､また大きな深い繋がりをもって､僕は教えられたし､僕の子どもも教えられた｡
そして､僕の子どもは､また結婚をして､次の人たちに岩次郎さんを通して､学んだことや感じたことを伝えていってくれるんじゃないか､という気がするんですね｡それがよく言っている｢いのちのリレー｣だと思っています｡

迫田：鎌田ご自身の死のイメージとかあるんですか？
なんか音楽があったらいいなあって､時々思うんだけど､どの曲にしようかって､まだ決めれていないですね｡そのうちに家族に､｢僕は最後の時はこの曲だよ｡この曲を流してね｣って､言っておきたいなあと思うんです｡これから５年位の間にちゃんと考えたいですね｡それからやっぱり自分らしく生きて､亡くなって逝きたいので､やっぱり最後に､｢サンキュー(thankyou)｣って､子どもたちや女房に言えるように､今から家族の大切さというのは､亡くなる時だけが大切なんじゃなくて､やっぱり｢今｣なんだと思うんですね｡だから､｢今ある人間関係｣､｢人と人の繋がり｣とかを凄く大切にしていくことが､結局､自分らしい､鎌田實らしい死がくるかどうかにかかっているかなあ､と｡今を充実して､一生懸命誠実に生きることなのかなあ､って言い聞かせているんです｡

平成14年2月24日､ＮＨＫ教育テレビ､｢こころの時代｣で放映

http://hk-kishi.web.infoseek.co.jp/kokoro-16.htmより

鎌田實三部作より刊行順に

『｢がんばらない』　　初版：？
・団塊世代
・大学時代は医学部学園紛争から70年全共闘時代に学生運動家
・大学卒業後25歳(1974年)で諏訪中央病院に就職｡当時の諏訪中央病院は累積4億円の赤字を抱え､医師4名で運営｡タクシーの運転手も知らないという人気のない病院で､学生運動で逮捕歴があっても､医者なら誰でもいいから来て欲しいという今にも潰れそうな状態だった｡
・学生運動の延長？で医院改革に乗り出す若手医師でこの病院の経営が始まった｡外来患者も敬遠して来ない状態で､薬を出さない生活改善運動を興して地域に出た｡
・脳卒中撲滅運動から､脳外科・心臓外科の充実をはかり､高度医療・救急に取り組み､次第に住民の信頼を勝ち取った｡
以下は茅野市諏訪中央病院のロビーに掲げられている。
「市民へのメッセージ」
Ⅰ：医療方針としてつぎの｢三つのスローガン｣を謳う｡
①予防からリハビリまでの一貫した医療
②地域密着医療
③救急医療から高度医療まで
Ⅱ：患者さんの六つの権利
①人格を尊重される権利
②平等な医療を受ける権利
③最善の医療を受ける権利
④知る権利
⑤プライバシーの権利
⑥自己決定の権利
Ⅲ：在宅ホスピスケア4つの理念では訪問介護の心得を重要とする｡
①その人らしく生きることを支援する
②対象者とその家族を尊重する
③自立・自律への援助をおこなう
④最期まで共に歩む
・諏訪中央病院の訪問介護は24時間対応型､がん患者の完全支援､院内外との幅広い連携を特色とする｡
・医学が人を細胞や臓器の面でしか見ない近代医学治療ではなく､人を全人格・全人生で見る医療が有っていいのではないかという｡
・猛烈なスピードで進歩する近代医学が切り捨てた患者の人格と人生を拾いなおすのが諏訪中央病院という地域密着型病院の使命ではないかという著者の理念は､制度で表現するのは難しい｡
・削減される医療費のなかで先ず黒字経営が求められる｡潤沢なお金が医療に行き渡る事は永久にありえないかもしれないとすれば､医師､病院側に鎌田の理念と努力が先ずなければ一歩も前に進まない｡
・｢死は永遠には回避できない｡必ず訪れる死｡病気と闘うときも､死を受け入れるときも､魂に寄り添ってくれるような医療があったらいいと思う」と著者は願う｡
・終末期(ターミナルステージ)の患者には四つの痛みがある
①肉体的痛み(ペイン・コントロールで緩和する事はある程度可能)､②精神的痛み(死の寛容までに至る苦しみ)
③社会的痛み(生活､社会の負担)
④魂の痛み(宗教や家族､一人ではなくいのちを繋いでゆくという連帯感のなかで)｡
・日本中の病院が魂の心配りのできる医療をおこなえるようになって欲しい｡鎌田氏の義父(妻の父､79歳肝臓がんで死去)､父(岩次郎､育ての親､88歳脳卒中で死去)､母(育ての母､心臓病から脳卒中で死去)､友人の画家原田泰次氏の恩人「次さん」の死や地域の人の死､諏訪病院で亡くなれた人を見取ってゆく話が続いて語られる｡
死んでゆく人､看取る人､家族の見守りの温かい話である｡死は日常である事が良く分かる｡

・1986年4月26日ソ連のチェルノブイリ原子力発電所でメルトダウンの大爆発事故が発生し､風下にあったベラルーシに死の灰が降り注いだ｡1990年著者らは日本チェルノブイリ連帯基金JCFというNGOを立ち上げ､医療援助とくに白血病や甲状腺障害の子供の救援事業に従事することになった｡2003年までに計67回も医師団を派遣し､5億円を超す医療機器や医療品を現地へ送った｡さらに日本ベラルーシ協同作品の映画｢ナージャの村｣で世界に原発事故の被害を訴えた｡監督は本橋成一､ナレーションは小沢昭一､音楽は小室等の顔ぶれであった｡制作費9000万円で､興行収入は5000万円で赤字である｡その途中日本でも悲惨な原子力事故が起きた｡1999年9月30日茨城県東海村JOC臨界事故であった｡篠原理人､大内久さんの二人が被爆で亡くなられた｡鎌田氏は大内氏がなくなられた翌日東海村に調査に入った｡鎌田氏は原子力発電を推進する立場の国が事故原因をうやむやのままにしようとする陰謀を､｢亡くなった人に責任をかぶせておいて､死んだ人には鞭打ってはいけないという､日本的寛容さですべてを水に流そうとする日本的解決法」だとして激しく非難した｡固定資産税が毎年60億円､電源法による交付金､住民には直接危険手当が入り､村の道路や施設と言う箱物は不必要なくらいに整備され､決して他の市町村との合併を望まない東海村の財政は､競馬場のある市町村と比較にならないほどの潤沢振りである｡人類の技術ははたして原子力をコントロールできるのだろうかと｢原子力安全神話」が崩壊した事件であった｡

・諏訪中央病院は「病院快適宣言｣をした｡
医学を生物学とは違う人間科学と捉えて､患者全体を治すこと(治療＋癒し)を志した｡
・ホスピタルアート運動を展開｡本書の題名「がんばらない｣は知的障害者の書道､｢がんばらない｣､｢生きている」､｢ありがとう」､｢ぼくのたましい」という作品からきている｡芸術は人間の治癒力を高め､生を豊かにする｡
・最近の新聞にはよく介護疲れから妻､子供を殺した話が多い｡そして必ず殺人を犯した人の刑の軽減嘆願がおこなわれる｡それはそれでいいとしても､殺されていった人の命はすでに切り捨てられている｡障害者や要介護患者の命が欠落している｡ともに豊かな生を享受する姿勢がないのだ｡日本は世界一の長寿国になった｡縄文人の平均寿命は18歳､弥生時代に平均寿命は22歳､江戸時代の平均寿命は33歳だった｡日本はこの百年で50歳も寿命を延ばした｡従って85歳以上の老人の21％は痴呆となった｡
・諏訪中央病院の老人保健施設は24時間対応の在宅介護をサポートする｡ターミナルステージにあるがん患者を在宅で看取るホスピスや緩和ケア－病棟PCUのきっかけとなったのが1992年の友人卓志和尚の父勇吉さんのガンであった｡今医療は近代化のなかでホスピタリティを忘れてかけている｡葬式宗教である仏教も生きている人へのあたたかいおもてなしの心を忘れている｡
・いい治療がおこなわれているかどうかは看護の質できまる｡諏訪中央病院には看護専門学校があり､鎌田が校長を務めている｡｢愛のたまご」という校歌は外科の先生の作詞作曲である｡在宅ホスピスケアに看護師のホスピタリティ(おもてなしの心を持ち様々なサービスを提供すること)は欠かせない資質である｡在宅で家族と病院のスタッフに見守られて｢私の畑にはもう最期の/鍬を入れ終えた｡/我家は笑い声で満ちている｡/子供達が帰ってきた｡/うん､今日は死ぬのに/とてもよい日だ」(ブロブエ・インデアンの詩より)というふうに､自分の死を迎えられたらいいな｡
『あきらめない』　初版：？
・前著｢がんばらない｣は今元気にがんばり続けている人に､ちょっと立ち止まって健康な時にいのちの事や人生の意味について考えてもらうために書いた。

・本書｢あきらめない｣は苦難の人生の中にいる人､病気で苦しんでいる人､人生の意味が見えなくなっている人､生きる元気を失いそうな人､死を直視している人､自分の居場所がなくなっている人たちに対して｢あきらめない｣生き方をしている人を紹介することだった｡

・大切なのは､その時､投げ出さずに､丁寧に生きる姿であった｡
・本書で「あきらめない｣､｢生きたい｣という思いが､医師の想像を超えた結果をもたらす例を数多紹介されている｡｢がんばらない｣でも「あきらめない」という生き方である｡
・著者は2年前(2006年)諏訪病院長を濱口氏にバトンタッチした｡38歳の時今井氏から受け取った病院長を18年間務め､茅野市の地域医療開拓期の役目は終わったという｡病院を早期退職して一介の内科医として地域医療(田舎医師)に捧げたいという｡自由になる日をひそかにカウントダウンしているとも｡

・余命半年といわれたすい臓がんの転移でも､あきらめないで､明るくわがままに､7年生きた製薬会社マンの中村哲也氏の行き方では､｢満足度の軸」が変わった世界で生きるのである｡
・上田の塩田平に戦没画学生の慰霊美術館｢無言館」がある｡諏訪中央病院と地域の人が交流する｢茅の会」では著名な芸術家､学者､作家､音楽家と｢無言館」ツアーをしたそうである｡1992年より音楽評論家の畑中良輔氏の呼びかけで諏訪中央病院ホスピタルコンサートができた｡｢いい音楽にはいのちの力がある､命のおすそ分け」という趣旨である｡それから毎年演奏家のボランティアで､病院内でコンサートが開催されている｡患者さんにどれほど癒しをもたらしたことか｡
・老舗旅館｢布半｣の主人正治さんが肝臓がんで5年間生きられた｡正治さんはその間病院のスタッフを励まし､癒し癒されは､医療者と患者の相互の交歓の中でおこなわれた｡そこにはじめて信頼関係が生まれた｡そして人生の終着駅で､インドネシアでの戦争経験から平和に尽した､南アフリカの将校ジェイコブズを偲んで､彼の記録を残し始められた｡道半分で他界されたが､ジェイコブズ氏よりメッセージが届いたそうだ｡
・今ヒーリングがブームになっているが､自分ひとりの癒しをもとめる身勝手さが目立つ｡人間のつながりの中でお互いが癒されるプロセスが大切なのではないか｡家族や周りの人が患者を癒すと同時に､患者の姿や言葉が周りの人を癒すのである｡死は病ではない｡在宅ケアで看取った死も､病院の中での死もできるだけ病にしてこなかった｡｢死を生きる」のが人間の運命である｡

・周りの人がケアされる人を厄介者として排除するのではなく､迷惑が人の間で成り立ったことそのものが「ありがとう」ではなかったのか｡医療でも｢面倒を見る」というとき､一人の人間を丸ごとみるだけでなく､家族の事や地域の事も考えるということだ｡そんな医療を理想としたいと鎌田はいう｡
・長野市で自治体病院学会がおこなわれた時､鎌田氏はミュージシャン坂田明､小室等を招待して､｢全人的医療を目指して､感性の磨き方｣と称する講演会と音楽会を企画した｡そこで坂田氏はサックスで｢タコ(故タコ八郎)に捧げるバラード」を演奏して喝采を浴びた｡
・学会でこんなことをやる鎌田實氏の頭は極めて柔らかい｡2001年元旦､岩手県の増田寛也知事(2008年総務相)は「がんばらない｣宣言をした｡経済成長一本やりの「がんばる｣から､むしろ無理せず自然体でいこうということである｡がんばらない人や自治体には､焦燥感やあきらめ感は感じられない｡全国にアルコール依存症患者は250万人いて､3万人ほどが入院治療を受けている｡しかし断酒できる人は三割程度である｡アルコール依存症患者や痴呆老人の介護は暮らし全体の中で見つめてゆかなければならない｡家族と地域の濃密なネットワークが必要だ｡
鎌田の育ての父岩次郎氏の信州での生活､思い出が語られている｡その中で自分の出生の問題と家族の問題が静かに語られる｡其れが擬制家族であったとしても､家族関係を大事に生きた家族の物語である｡
・知能､身体､精神障害者の共同生活体である､白馬にある小谷協働学舎(宮嶋真一郎氏主宰)にいた牛飼いを得意とする｢森｣さんの話は､肝臓がんと誤診されて病院から見捨てられ彼を救いたい､看取りたい､命に寄り添う治療をしたいという｡

・2002年9月元諏訪中央病院長で､民主党国会議員今井澄氏が亡くなった｡鎌田實氏と今井氏は諏訪中央病院地域密着型医療の創成期の同志であった｡彼は東大全共闘で､安田闘争行動隊長で逮捕された経歴もある｡葬儀には元東大全共闘議長山本義隆氏の挨拶もあった｡まだ制度がなかった時､鎌田と今井氏は在宅ケアをどうするかを語り合った｡今井氏は日本の医療のことを考えている(鳥の目)が､鎌田實氏は地域と患者の事を考えている(虫の目)､スケールの異なる同志であった｡今井氏を｢上医｣とすれば､鎌田氏は｢良医｣である｡

『それでもやっぱりがんばらない』　　初版2005/5/26
「がんばりたくとも､がんばれない人もいる｡がんばれない人だって､その人なりの人生を生きている｡がんばる人､がんばらない人､がんばれない人､苦難の中､丁寧に､かけがえのない存在として､輝いて生きている人を書きたいと思った｣と鎌田は本書のあとがきに書いた｡
・がんばらないと肩の力を抜くと､不思議に生きるヒントがいくつも見えてくるものらしい｡鎌田氏は2008年で60歳になる｡56歳で病院長をやめ､一内科医として地域の医療に関っていこうとした｡
・今､鎌田は命､環境､平和について発言している｡さらに豊かな活動を期待したい｡三部作として最期の著作である｡ここにもさまざまな命が描かれている｡
１､命を守るコツ
人の命を救うための科学の進歩が/医療から温かみを奪う｡

時として､患者を置き去りにする｡
そんな今の医療が､僕は悲しい｡
優しくなくちゃ医療じゃないと思っている｡
生と死に向き合いながら､大切な命の守りかたをトコトン考えてみた｡
２､希望の育てかた
今日､あなたは何をしたいのですか？
あした､かなえたい夢はありますか？
命を輝かせるのは地位やお金ではないと思う｡
それは夢であり､希望｡
希望を育てるのが難しい時代に､希望の育てかたを､いっしょに考えてみませんか｡
３､生きるってむずかしい
生きていると､辛さが待ちかまえている｡
生きていると､悲しみが待ち伏せしている｡
がんばりたいのにがんばれない人も､
がんばれない自分を好きになれない人も､
こだわりを捨てられなくて苦しむ人もいる｡
いいじゃないか､あるがままで・・
４､誰かのために生きたい
ふとした出会いが､互いにその後を/大きく変えてしまうことがある｡誰かのために生きたい｡
ぼくは生きることの意味を探して歩く｡
人と人の支えあいが人の命を救い､人生を輝かせることに気がついた｡

５､恨みの連鎖から優しさの連鎖へ
悲しみのなかにいる多くの子どもたちと､ぼくは出会った｡
イラクで､チェルノブイリで｡
憎しみの連鎖､恨みの連鎖が広がっている｡
でも､ぼくらは負けない｡
愛しあうこと､理解しあうこと､赦しあうことが人間にはできるんだ｡
未来に向って､優しさを広げていく｡
６､家族のチカラ
人と人とのつながりのなかでしか､人は生きられない｡
いい家族があったらいいな｡
家族はあるものじゃなくて､つくるもの｡
命を宿し､育て､支え､看とり､そして忘れない｡
それが家族の役割｡家族のチカラを信じたい｡
『なげださない』　初版：2008/1/25
｢なげださない｣生き方をしている人たち話⇒10の物語にまとめた｡すべて事実｡
自分の生き方や､考え方や､感じ方をなげださないで生き抜いている人がいた｡自分の人生をなげださない人がいた｡自分の村をなげださない人がいた｡

祖国をなげださない人がいた｡病気の子どもたちをなげださない人がいた｡平和をなげださない人がいた｡

ときには､地位やお金をなげだしていいってことは知っていた｡33年前に信州に移り住んだとき､いくつかの大切なものをなげだしてきた｡大学で偉くなることも､東京の大病院でいいポストにつくこともなげだしてきた｡

・信州の人のいのちを守るために､いのちの恩人の育ての父を東京になげだしかけたときもあった｡

かけてもらった恩を､なげだしてはいけないと気づいて､父を呼んだ｡父の名をつけて岩次郎小屋という丸太小屋をつくった｡岩次郎を中心に三世代家族で生活した｡

・少し恩返しができたと思う｡家族の絆(きずな)は､なげだしてはいけないのだ｡

・自分らしさをなげだしてはいけない｡自分のやりたいことをなげだしてはいけない｡
ときには､モノもお金もなげだしてもいい｡

でも一回きりの人生だから､人生はなげださない｡

・なげだしてはいけないものがいっぱいある｡

人はひとりでは生きられないから､人とのつながりはなげださない｡

家族も友達もなげださない｡とても大切なものだから｡
ぼくには､できないことがいっぱいある｡(略)

けれど､困っている人を助けに行くことはできる｡

ぼくはぼくで

がんばらないで

あきらめないで

なげださないで生きていこうと思う｡
(鎌田實著『なげださない』(集英社)より)

大津　秀一『死ぬときに後悔すること25』

緩和医療医｡日本消化器病学会専門医､日本内科学会認定内科医､日本尊厳死協会リビングウイル(LW)受容協力医師､2006年度笹川医学医療研究財団ホスピス緩和ケアドクター養成コース修了｡
1000人以上の死を見届けた終末期医療の専門家

日本最年少(当時)のホスピス医となってから５年､この本を出版｡

後悔のない人生はないけれど､後悔は少ないほうがいい｡
｢死が現実的なものになってくると､人は過去を振り返ります｡
ライフレビューといって人生を回顧してもらうケアもあります」
--------------------------------------------------------------------------------------------

TV番組「エチカの鏡｣より

ガンや病気により､医師により数週間､数ヶ月で亡くなるだろうと予期される状態になった時期を｢終末期｣と言いますが､緩和医療医をする大津秀一医師は､白衣を着て診察すると患者さんに精神的に威圧感を与えてしまうとあえて白衣を着ないそうです｡
緩和医療とは､治癒を目的とした医療ではなく､末期がん患者や悪性腫瘍(がん)などを患い､余命｢半年以内｣と宣告された患者の気持ちを和らげることが目的で身体的､精神的な苦痛の除去する医療｡

(１)健康を大切にしなかったこと
病気は､早期発見が生死を分けるので40歳を過ぎたら健康でも人間ドッグで検査をしておくとよい｡

(２)遺産をどう配分するか決めておかなかったこと
遺産分与は､投薬など強い薬の影響を受ける前
まだ健康なうちに決めておくとよい｡
中には､莫大な遺産分与がこじれて家族間が決裂することもある｡

(３)夢をかなえることが出来なかったこと
自分の夢､やりたいことや､挑戦したいと思っていたことを果たせなかったという後悔｡

病床中であっても､夢を実現出来た方は､終末期でも良い表情をしている｡

(４)故郷に帰らなかったこと
遠方である実家との不仲など､いろいろ理由はあっても
やはり故郷に帰らなかった後悔は残る｡

(５)行きたい場所､旅行に行かなかったこと
病状が進むと､たとえば飛行機に乗って海外に行きたいと思っても医師のOKが出ないこともある｡

重い症状の場合､飛行機の搭乗にかかる許可書や申請書の提出など面倒であること

(６)元気なうちに､おいしいものを食べておかなかったこと
病気がすすみ､某患者が病室で寿司を運んでもらって食べたことがあるという・・

しかし､おいしいはずの名店のお寿司は味気ないものだった・・

病気が重くなり､亜鉛が欠乏すると味覚が落ちてしまい､たとえ美味しい食べ物でも美味しく感じなくなる・・

病室のベッド､室内､匂い､家族もいない一人の食事は､やはり味気ないものなのかも｡

(７)趣味に時間を割かなかったこと

(８)会いたい人(友人､昔の恋人)に会わなかったこと
病気で痩せ細り､もっと体調が良い日に会いに行きたいと願い､そのまま亡くなった女性も・・

(９)自分の葬儀のことを考えなかったこと
病気が進む前に､自分の葬儀のプランをたてておく｡

(10)やりたいことをやらなかったこと

ガマンにガマンを重ねて自分のやりたいことを我慢してきた人より自分のやりたいことをやってきた人が表情が穏やか｡

(11)人にやさしくしなかったこと
自分が成功するために人を蹴落としたり､
競争に打ち勝つために周囲への配慮をしてこなかったこと

(12)心に残る恋愛をしなかったこと

結末がハッピーエンドでは無くても｡
来世でもう一度会いたい存在がいたらステキ｡

(13)結婚しなかったこと
(14)結婚はしなくても子供を生まなかったこと
(15)子供を結婚させなかった､子供の結婚を見届けていないこと

(16)悪事に手を染めたこと

(17)たばこをやめなかったこと

(18)感情に振り回されて一生を過ごしてしまったこと

(19)自分が一番だと信じて疑わなかったことに対する後悔

(20)死を不幸だと思ってしまった後悔

(21)神仏の教えを知らなかったこと

(22)残された時間を大切にしなかったこと

(23)生前の意思を示さなかったこと
家族に伝えたいこと､延命治療などを話し合う

(24)自分の生きた証を残さなかったこと
俳句自伝手紙絵画など

(25)｢ありがとう」を言わなかったこと｡

大津　秀一

後悔の数は､人の数だけあった｡
｢実際､後悔の念が強い人ほど､終末期に､痛みを感じたり､苦しんだりする傾向がみられます｡
一方､人生を納得して生きてきた人､
自分の判断で道を選んできた人､
人生に満足している人は､苦痛も少なく､
よい終末期を送れる傾向がありますね｡
できるだけ後悔の少ない人生を歩んでほしい､
そんな願いをこめて本を出しました｡
私たち緩和医療の医師は､患者さんの体の苦痛は取り除けても､

なかなか心までは救えない｡
究極的には自分の心を救うのは自分しかないんです｣
では､後悔のない人生に必要なものは何か｡
何ごとも自分の目で見て､自分で考える｡
そして､自分で判断することが大切だ､と大津さんは言う｡
｢自分で出した答えは､たとえ間違ってもいつか納得しえます｡
病気の治療も､納得して行うかどうかで､結末も違ってくるんです」
そしてもう一つ｡
｢人生に満足しているかどうか｡
仕事で成功し､裕福になったからといって､その人が幸福とは限りません｡自分と自分の人生をありのままに受け入れて､最期のとき､振り返った自分の人生を『幸せ』と思えるような､そんな生き方が理想ではないでしょうか」

●〇●〇●もくじ●〇●〇●

第１章健康・医療編
第２章心理編
第３章社会・生活編
第４章人間編
第５章宗教・哲学編
第６章最終章

ぜんきゅうさんとお地蔵さんを描く講演会にて

通帳ではなく

(配偶者がいたとしても､子どもがいたとしても)

一番､

誰よりも､

嫁(よめ)にしっかり礼を言い､

嫁の手を握って死ねた人は

逝く人も､

残された家族も

後々までも、心から本当に幸せになれる｡

エリザベス・キューブラー・ロスと

死ぬ瞬間と臨死体験　ライフ・レッスン
『死ぬ瞬間と臨死体験』　読売新聞社　1996.12和訳
・エリザベス・キューブラー・ロス博士(1926年－2004年)｡スイスの典型的なスイス人家庭に生まれ､生活はつましく､父は権威的で、とにかく不自由だった｡兄と女の子の三つ子｡900gの三つ子の一人だった。幼くして｢望まれていない｣｢親から愛されていない｣子どもとして強い意識を抱いて成長。父も母もなかなか見分けがつかなかった｡妹のボーイフレンドさえも｡私が今のような仕事をするためには､そんな風に生まれ育つ必要があった｡そのことを理解するには50年かかった｡人生に偶然というものはない｡悲劇だと思っているものも､悲劇にするから悲劇､チャンスとか成長のための好機ととらえれば人生を変える必要なヒントであったことがわかる｡

・高校卒業後ビジネス方面へという父親の命令に逆らって一時住み込みの家政婦になって家を出たが､うまくいかず一旦自宅に戻った｡第二次世界大戦中は生化学研究所や病院の実習生をしながら過ごした｡終戦後､ボランティア奉仕団の一員としてポーランドに行き､最後にマイダネク(強制収容所)に｡→子どもたちの人生最後の絵→多くの蝶の絵の意味→後に､仕事の出発点となる｡
・ユダヤ人の少女との話⇒マイナス感情はマイナス感情を養分にして成長､やがてガンのように増殖｡どんな過去もそっくり受け入れる｡過去は自分にはもう変えられないと納得する｡心の中のヒットラーとマザー・テレサ(象徴としての)に気付く｡

スイスに戻って医師になるため猛勉強｡31歳で精神科医に｡

アフリカかインドでの医療活動を計画するもインド出発二週間前に計画がご破算に｡

在学中にユダヤ系アメリカ人と結婚｡アメリカに渡り、ニューヨークの高層ビル群で勤務｡精神科医ではなく､田舎医者としての自覚とコーラと煙草で患者の心を開かせた｡医学を超えた何か､真の愛と配慮があれば本当の意味で人を救うことができるという自信と実績をつかんだ｡心と魂を使わなくては一人も救えない｡

死の迫った人には象徴言語(言葉によるものとよらないもの)がある｡→私には彼(逝く人)の声が聞こえるだろうか｡

キューブラー・ロス博士は家族や患者が自分のやり残した仕事は何か､家庭訪問すれば､言い当てることができた｡

スーザン・バックは子どもが描いた絵を見る方法を開発｡

家族の死を家庭で受け入れる｡-家では子が音楽､お茶､ちょっとした頼みを手伝う｡アメリカの病院は子どもの見舞いを認めていない。

リズの話－弟の祈り｢さっさと行って欲しい｣｢ママは娘を死なせないでとお祈りしている｣→家族全員で話をし､娘は心を開いた｡

｢天国に行けない｣→面会に来た神父や修道女がしつこく「この世の誰よりも神様を愛していなくては誰も天国には行けない」と教えていた→そのため不安に→｢私誰よりもママとパパを愛しているの｣

｢あなたは神様から選ばれた一番優秀な生徒よ｡神様も先生よ｡｣

やり残していたことをやり遂げる｡

最良の選択をすれば必ずその百倍も千倍ものご褒美がもらえる｡→ダギーからの手紙に返信→コピーが欲しかった→『ダギーヘの手紙』

自分の内部からの声､自分の内的な知恵に耳をかたむけること｡自分自身のことに関する限り､他の誰よりも賢明だから､間違えることなく､人生で何をなすべきかを知るでしょう｡時間など関係ない｡

人生をじゅうぶんに生きてきた人は､生きることも死ぬことも恐れないでしょう｡じゅうぶんに生きたということは､やり残したことがないということ｡幼くして死ぬ子どもたちは､私たちの師になるためにこの世に生まれてきた｡霊的な部分が大きく開いているので､老賢者のようなことを言う｡

ETセンター構想－老人ホームを老人と幼児の家にする｡若い世代が子どもを老人に預けて仕事にでかけ､夕方引き取りにくる｡

問題なのは､自分自身の声に耳をかたむけず､人のいうことばかり聞いているということ｡もし､○○すれば…という条件付きの愛で育てているから｡人生の最後に｢私は○として成功したが､実は○になりたかった…｣それではいけない｡

自分が死ぬことを知らないという患者には一度も会ったことがない．

愛の問題－手を触れ､抱きしめ､肉体的な安心感を与えること｡｢ノー｣という勇気｡その人生を奪い､自分からも人生の貴重な体験を奪うことになる｡

ジェフィの場合－｢絶対に今日家に帰りたい｡｣｢先生も家まで一緒に来て｡心配しないで｡10分しかかからないから｡｣９歳｡３年前に自転車を買ってもらった少年の自転車に乗りたいという夢｡弟との約束。

大人より子供のほうがよく知っている｡知識が少ないほど直感の知のほうが大きい｡
自分自身のやり残した仕事を片付けること､それが世界に変化をもたらす唯一の方法なのです｡手遅れにならないうちに急いで世界を癒さなくてはなりません｡
でも､自分自身を癒さなければ世界を癒すことはできない｡

死後の世界について詳しく知りたい人－マイナスの感情を捨て､調和に満ちた人生をフルに生きたときに初めて､自分自身の経験が得られる｡そういう生き方をすることが､霊的･直観的な部分に対して全面的に心を開く唯一の方法

霊的体験に向けて心の準備をし､恐れなければ､そういう体験は必ず得られる｡

ひとたび本当に知れば人が何と言おうと､死など存在しないということがわかるはずです｡私は臨死体験の例を２万件集め､その時点で集めるのをやめました｡信じない人たちは百万の例を提示したって､それは酸素欠乏のなせるわざにすぎないと言い張り､信じない｡

・2歳半～97歳まで､

アメリカ､オーストラリア､カナダ､エスキモー､ハワイの原住民､アボリジニー､ヒンドゥー教徒､仏教徒､プロテスタント､カトリック､ユダヤ人､無宗教人､無神論者
臨死体験は体験者にとって私的で神聖なもの､信頼できる人に話す｡
全盲の人､事故で四肢を損傷した人の体験
鏡に映っているのは繭

その繭が修復不可能なほど損傷を受けるとあなたは死に､物理的エネルギーでできている繭は蝶を解き放つ｡火葬されるのはあなたではなく繭｡死ぬ瞬間､あなたはとても美しくなる｡完璧になる｡死後のあなたの体は物理的エネルギーではなく心的エネルギーでできている｡

肉体を離れるとき､恐怖も不安もない｡存在全体が超意識になる｡
死後の私たちはずっと物理的な全体感覚を持ち続ける｡
移行を象徴するものを通過する｡－門､橋､トンネル→野花の咲き乱れる山道･いい匂いのするところなど､どんなところを通って行くかはその人の育った文化によって決まる→光の源･霊的エネルギーの源･無条件の愛･宇宙意識＝文化により｢神｣「イエス･キリスト」必要なものが与えられる｡ユダヤ人の子どもがイエス・キリストを見るとは思えない｡

 (それを経験するともう絶対に死は怖くない｡恐ろしいものではない｡全知を得る｡自分の命に全面的な責任がある｡問題はどう生きたか｡やるべきことを愛を持っていかにやるか。全て自分の責任｡これを知ると生き方が変わる)

マイナスの感情だけがマイナスの感情を育てる｡マイナスの感情を捨てる勇気があれば､あなたはひとつの｢全体｣となり､無条件の愛と秩序を知る｡そして､ひとたびそれを身に着ければ､それを子どもたちに教え､伝えることができる｡

・今新しい時代に生きている。科学と技術と物質文明の時代から本当の霊性の時代へ移行したのでは｡霊性とは宗教や信仰のことではなく､わたしたちよりも偉大な何か､すなわち宇宙をつくり生命を創造した何かが存在する､そして､私たちはその重要で不可欠な一部であり､その発展に貢献できる―そういう意識のこと

・肉体は家､繭にすぎず､死という名の移行を成しとげるまで私たちはその住まいを一定期間借りているにすぎない｡

・死の瞬間私たちは繭から出て､再び蝶のように自由になる｡
・何度も臨死体験したシュワルツ夫人

・①末期患者の体験や気づき－死ぬときは一人ではない｡遊び友達､守護天使､守護霊の存在がある｡私たちは常に決して一人ではない｡
私たちを愛し､導き､保護してくれる存在に囲まれている｡それらの存在が運命をまっとうするにはどの方向へ進めばいいかを教えてくれる｡夜､寝る前にその存在と意思を通じ合わせ､姿をあらわしてくれと頼むことができる｡寝る前にあれこれ質問して夢の中で答えてもらうこともできる｡
②人生にとって大事だった人の出迎えがある。
③一時的にせよ肉体を脱ぎ捨てると時間も空間もない場所に入る｡
・ヴィクトル・フランクルの『意味の探求』－ライフビューの研究

・人生を振り返る瞬間がある｡生まれる前と同じ形になる｡別の形で生まれ変わるまでは永遠にこの形でいる｡
運命をまっとうしたとき､この形で｢源｣あるいは｢神｣と合体する｡自分だけのエネルギーパターンを持つ｡

・私たちが自分の奥底にいる内的な存在､すなわち自分の内部の霊的な部分に感度を合わせれば合わせるほど自分の内的な存在､すべてを知っている自己､私どもが蝶と呼ぶ不滅の部分から助けと導きを得ることができるでしょう｡

・人間は①肉体　②知性　③感情　④霊的　の4つの部分から成る｡

この4つの部分が調和を保つようにする｡この4つが調和していれば病気にはならない｡病気だとしたら､トラウマ？カルマ？・遺伝・この4つの部分の不調和によるもの｡病気の原因をよく知れば､病気を治せ､予防できる｡

肉体的存在を愛する｡自然な感情､たとえば自然な怒りなどを表に出して人と分かち合う｡この4つの部分の調和が保たれるためには愛情のこもった筋の通ったしつけによって育てられることが重要です｡－無条件の愛(自分自身と同様に相手をも尊敬するという愛)としつけによって育てられれば人生の嵐を恐れないだろう｡人間の唯一の敵である恐怖と罪悪感と不安をもたないだろう､と｡

そうするうちにだんだん神秘体験､つまり自分自身の霊的･直観的側面との接触を体験できるようになった｡守護霊とも接触できるようになった｡知識と方向を与えてくれ､さらに､人生とは何か､自分個人の運命はどういうものかを理解する手助けをしてくれるのです｡

・実験による臨死体験－｢シャンティ・ニラヤ－サンスクリット語で『平和の終の住処』｣という言葉だけ覚えて肉体に戻った｡

その夜､不思議な一晩中続く苦しみの体験｡戦いをやめて､戦士であることをやめ､ただ平和におだやかに自分からすすんで身をまかせさえすればいい｡それに対して素直に｢イエス｣と言いさえすればよい､という気づきと悟り｡－それに対して｢イエス｣と言う

千の死に代わって再生を経験｡

見るものすべてが振動していた｡開いた蓮の花を通って光に近づき､信じられないような無条件の愛のなかに溶け込んでいき､ついにはその光と一体になった｡

そして､その光源と一体化した瞬間､いっさいの振動が止まった｡

催眠状態のような深い眠りに落ち､一時間半ほどして､目覚め日常に戻った｡体験を言語にできるようになるまで数ヶ月かかった｡

⇒話をした後､ある人がこの新たな意識に｢宇宙意識｣と命名

この一夜の神秘体験によって人生が大きく変わった｡

もし､死後の生についての理解を人に話そうとするなら､文字通り千の死を味わわなければならない｡

講演や研究を続けることができた｡それに対して悪口をいう人もいる｡

あらゆることには価値があるというこの知と理解を得るためにこそ私たちはおそらく人生でもっとも素晴しい体験を与えられるのです｡それによって死ぬことなしに患者たちが死ぬ瞬間に体験することを経験でき､自分自身の守護霊の存在を身をもって確かめることができたのです｡
・1960年代､アメリカの病院でも“死”とは医療者の敗北であり､医者たちにとって“死”はタブー視され､まもなく死をむかえる人々は避けられていた｡臓器移植が始まり脳の移植までが話題にのぼるようになり､それと並行して訴訟がさかんに起きるようになった｡死体を冷凍保存する会社ができた｡生命保険会社もたとえ数分であれ誰が先に死んだかというようなやっかいな問題を起こした｡腎臓透析に12人の患者からどの子が一番生きる価値があるかと考えなければならなかった｡まさしく悪夢だった｡

・1963年､コロラド大学で精神科の助手をしていた時､教授の授業が休講になるのでその穴埋めに授業を頼まれた｡その時､授業のテーマを“死”と決め､死の迫っている患者を教室につれてきて話しを聞くことをはじめた｡末期患者へのインタビューは後に移ったシカゴ大学でも続けられた｡
・後に｢死と死にゆく過程についてのセミナー｣と呼ばれ､医学生や看護師を対象に､死期の迫っている患者を講師として教室に招き､死に瀕した人はどんなことを思い､どんなケアが必要なのか患者から直接学ぶ授業へと発展していった｡
・1968年アメリカで末期患者と語り合い､それについて大学医学部や神学部のセミナーで教えていたのは私ただ一人だった｡
・1969年､アメリカの有名なフォト・ジャーナリズム雑誌『ライフ』がキューブラー・ロス博士の授業に注目して紹介し､全米に大反響を呼び､死にゆく人の心のケアを医療の課題として正面から訴えたキューブラー・ロス博士の名は全米に知れ渡った｡
・臨死体験を何度か体験したシュワルツ夫人の葬儀後10ヶ月ほどたったころ､｢死とその準備のセミナー｣がマンネリ化し堕落しはじめたと感じ､シカゴ大学を辞めようと決心し､新しい牧師に打ち明けているまさにそのとき､亡くなった彼女があらわれ､｢死とその準備についてのお仕事をやめてはいけません､まだ､いまは｣さらに､｢ロス先生､聞こえますか｡先生の仕事は終わっていません｡私たちがお手伝いします｡時がくればわかります｡でも､いまはまだやめないでください｡そう約束してください｣…会話があった…つまりロス博士は紙と鉛筆を取り出し霊に「証拠の手紙」を書いてもらったという｡

1971年『死ぬ瞬間』川口正吉訳　読売新聞社
・死に直面した人がたどる五段階の心理過程を分析して発表
否認の段階(重い病であることを認めない)
怒りの段階
取引の段階
抑うつの段階
受容の段階(最後に人は死を受け入れざるを得ない)　　　です｡
キューブラー・ロスはこの受容の最終段階を「デカセクシス」と呼んでいる。これは、原語では”Decathexis”という単語で、この単語は”decathect”という動詞の名詞形である。decathect の意味は「（近く死ぬことを前提に）人・物・考えに対する愛着を放棄する」と英和辞典に出ている。実に複雑な状況を表す単語が存在すること自体驚きだが、このデカセクシスの段階こそが我々に馴染みのある言葉でいえば「解脱」の状態であり、仏経でいう「無我の境地」や「涅槃」につながるものではないだろうか。この本の翻訳者の川口正吉氏も、「デカセクシスとは精神エネルギーのすべてを周囲の関わりから引き離すこと」で、それは「涅槃」につながるとしている。
仏経の教えによると、涅槃の状態に到達するためにはそれ相当の修行が必要だとされる。しかし、キューブラー・ロスは凡人でも周囲の愛と協力によってデカセクシスに容易に到達できるとしている。そして、非常に興味深いことには、愛と協力の本質はコミュニケーションであると断定する。「苦しみの中でも幸せがみつかる」の中で、小澤竹俊氏もホスピスの基本はコミュニケーションであることを力説していたが、「愛がコミュニケーションである」とするロス女史の主張には共鳴させられるところが多い。
最後に、川口氏が「あとがき」の中で、臨終の段階を素晴らしい表現で定義しているので、それを紹介しておきたい。
臨終とは、
薄暗いベッドルームに宇宙の風がごうごうと吹く荘厳なドラマである。あの限りなく複雑な精神と肉体、物質と魂とのかたまりである小さな生命が、時間と空間とを造物主に返し、宇宙の霊（スピリット）と融合して永遠性を獲得する瞬間である。
http://homepage3.nifty.com/r-nakamura-qol/sub422.htm
*-*-*-*-*-*-*-*-*
・アメリカではこれが契機となり､医大に終末医療の講座ができ､1974年にはアメリカ初のホスピスが誕生
1970年代の中ごろーあるグループに招かれ､自分自身の守護霊に会うと宣言｡参加者75人が見守る中､テープレコーダーが回った｡

始まって数分後にこの仕事の意味を教えられた－

・どんな人間にも守護霊がいる｡私たちは無限に愛され､理解され､祝福され､導かれているのだ､と｡
・私たちがしなければならないことは正直になって､自分の中のヒットラーを直視し､それをおもてに出して､裁くのではなく無条件の愛と同情を､哀れみではなく共感を学ぶこと､そして､肉体をもったこの人生は自分の存在全体のほんの一部にすぎないということを知ることだ｡

・人生は学校であり､誰が年長で誰が年少かは自分たちで決めるのだし､自分の先生は自分で選ぶのであり､試験や試練をくぐりぬけなければならない｡試験に受かったとき､私たちは卒業を許され､もといた家に帰り､みんながまたいっしょになるのだ｡

・人は誰でも人の心を癒すことができる｡
誰だって高次の意識のどんな段階にでもたどりつける。

自分の持っているものに感謝すること
・心からの感謝の気持ちをさまたげるものを取り除くこと
死ぬってことは古い友だちに会うようなもので怖くない｡
死にかかっている人には｢怖くないよ｣ってそばに行って､さすってあげて､言ってあげずにはいられない｡｣(キューブラー・ロス博士にとってこのことを学んだ一番最初の師は黒人の女性清掃員だった)

大切なことはただひとつ､あなたがすることを愛の心をもってすること｡

世の中を癒したいのなら､まず､自分自身を癒さない限り､世の中を癒すことはできない｡誰かをぶったり､非難したり､見下したりしている限り､ヒロシマ､ナガサキ､ベトナム､マイダネク､アウシュビッツで起こった責任はあなたにある｡このことははっきり申し上げます.誰かを助けたいのならその人に対していくらかの同情なり､理解なり､愛､少なくとも理解とか好意がなくてはならない｡マイナスの感情しかもてないとしたらその人を救うことはできない｡
・自分の中の霊的･直観的な部分に身をゆだねる

神は人間を完全なものとしてつくりました｡私たちに必要なものはすべて与えられていますし､がまんできないものは何一つ課せられておりません｡何かが課せられているとしたら､それはあなたが欲しがったときではなく､あなたの準備ができたときに､あなたのもとにやってきます｡
・他の人を癒したいのならまず自分自身を癒すこと｡内なるヒットラーを追い払うこと､そうすれば､あなたは神がつくった本来の完全な人間にもどることができ､宇宙意識に目覚め､肉体離脱体験を得るでしょう｡そして､あなたの必要とするものは何でもすべて手に入れることができます｡でもそれは､あなたが欲するものすべてということではありません．
・知性と直感の区別をつけること。あなたが考え込むときは知性はたらいています。直観はあっという間にまとまった意味もなくやってきて､非論理的ですが素晴らしくいい気分がします｡ところが､人は直観にしたがうと､いつも困難な道を行くことになる｡そんなときのために｢峡谷に覆いをしてしまえば､峡谷の美しさを見ることはできない｣

・あなた自身が十全に生きて､そのうえで誰かを亡くした場合には､あなたの心には｢嘆きという重荷｣は残りません｡あなたは嘆き悲しむでしょうが､重荷は負わないはずです｡嘆きという重荷はやり残した仕事です｡それは､恐れや罪や恥の意識など､あらゆる不自然な感情であり､つまりは､やり残した仕事なのです｡やり残した仕事はあなたのエネルギーを無駄に使わせ､やがて全体感や健康感をそこねてしまいます｡

人生のただひとつの目的は､精神的に成長するということ｡

・あなたが完璧になると､誰かがちょっと洗濯機に投げ込んでみようとする｡そして､人生という洗濯機に投げ込まれたとき､あなたが壊れて出てくるかそれとも磨かれて出てくるかは､他の誰でもない､あなた次第なのです｡

・もし､あなたが本当にその人の立場に立って､｢こんなふうでは生きていたくない｣と思ったなら､こう自問してみてください｡｢この状況を何とか変えてあげることはできないだろうか｡死ぬまでのあいだ､ただ生きているというのではなく､本当に生きているといえるように私にできることはないだろうか｡｣

・そして､何か考えついたことをして､その状況を変えてあげるのです｡人を救うことはできない｡救われた人は救ってもらったおかげで学ばずにすんだことを結局学びなおさなくてはならないのです｡誰かの代わりに高校に行って試験を受け卒業免状を受け取ってやるわけにはいかないのと同じことです｡自分でやらなくてはいけないのです｡真実の愛こそが答えです｡

・もし､誰かが救いを求めたら､優しくこう言ってあげることです｡－あなたが自分の苦痛から学ぶことは全て試験に合格するために必要なんですよ､と｡楽にさせてあげようと思って気安く手を貸してしまうと飛躍的な成長の機会を奪ってしまうことになります。

・自分に対して､みにくい人間になったとき､マイナスの感情を抱いているとき､腹が立ったとき､誰かを憎んでいるとき､とにかく自分が｢いやなやつ｣になったら､原因は自分にあり､ひとは関係ないのだということを忘れないでください｡

・50年近く抑圧され､たまりにたまっていた､やり残した仕事が、どっと流れ出した｡…抑圧していた感情を外に出すにつれ､まだとても小さいころの思い出がよみがえった｡三つ子で両親の愛情を十分受け取ることができなかった｡2歳で自分から親を捨てた｡代わりにウサギを愛した｡父親の権威で父ははそのウサギを肉屋に持って行かせてロースト肉にして食べた｡黒いウサギは､最後のウサギ

｢心の蓋と｢黒いウサギの話｣→刑務所の少年の話

・1976年には延命治療を望まない権利を認めることで自然死法が成立(カリフォルニア)｡
・1982年には老人保健でホスピスケアが認められた｡
・現在では当たり前のようになっている死に直面する人たちや家族への心のケア､延命治療の可否など､自分の死をどのような形で迎えるか選ぶ権利等が考慮されるようになったのもＥ・キューブラー・ロス博士の偉大な業績の一つである｡
・1969年終末期医療について書かれた『ONDEATHANDDYING』は『死ぬ瞬間(読売新聞社)』として1971年に訳され日本でも紹介され､その後も読み継がれ､現在でも販売されている｡

・１男１女をもうけたのち離婚

・自らも臨死を体験｡
・キューブラー・ロス博士は死後の世界を研究する先駆者としても有名で､何千人もの患者の死を看取る中で､数多くの臨死体験を語る患者さんに接し､肉体の死後も魂が生き続けることを確信した｡
日本で臨死体験が広く知られるようになったのは1991年３月､ジャーナリストの立花隆が取材してNHKで放送された『臨死体験　人は死ぬ時何を見るのか』というドキュメンタリー番組からだった｡
(その後取材は文藝春秋に連載､1994年には『臨死体験上下巻』(文藝春秋)にもまとめられた｡この中でキューブラー・ロス博士は魂の存在を肯定する医師として紹介された｡

・1994年10.6　留守中に住まいが全焼｡ロス博士は放火に違いないと思い､記者会見でそう口にした｡身の危険を感じた息子の強いすすめでアリゾナに移った。

・1995.5翌年の母の日に脳卒中で倒れ､半身不随のまま絶筆覚悟で初の自伝『人生は廻る輪のように』を出版

死後の世界についてキューブラー・ロス博士は『死後の真実』(日本教文社1995年)､『「死ぬ瞬間｣と臨死体験』－講演を編集したもの(読売新聞社1997年)を出版｡
・2001.11.20ライフ・レッスン　共著､和訳初版本
『ライフ･レッスン』角川書店､2001.11.20和訳初版本
エリザベス・キューブラー・ロス博士からのメッセージ
完結していない気がかりな問題は人生最大の問題だから､死に直面したときこそ緊急の課題となる｡ほとんどの人は完結していない気がかりな問題の大部分を未解決のままにしておわる｡問題の一部しか解決できない人も少なくない｡人生には学ぶべきレッスンがあまりに多く､一度きりの人生ではとても習得しきることはできない｡しかし､学べば学ぶほど未完結の問題が少なくなり､そのぶんだけ充実した人生となって､ほんとうに生きることができるようになる｡そして､いつ死ぬことになっても、胸をはっていうことができる｡｢ああ､私は生きた！｣と｡

デーヴィッド・ケスラーからのメッセージ

そのむかし､共同体には､人びとが集まって老人たちの話に耳をかたむけ､永久に失われようとしている人生の物語や課題や教えをうけつぐための場があった｡人びとは､ときに最大の苦痛のなかにこそ最高の教訓があるということを知っていた｡そして､その教訓の継承が､死にゆく人にとっても生き続ける人にとっても重要であることを知っていた｡自分が学んだレッスンのなにがしかを人に伝えること｡それが､私の望みである｡そうすることによって､亡くなった人たちの最良の部分が生き続けるからである｡

亡くなる数ヶ月前のマザー・テレサにお目にかかる機会にめぐまれた｡生きることがとても大切だと考えているからこそ死にゆく人たちといっしょにいることを最大の使命としている｡｢生はひとつの達成であり､死はその達成の成果です｡｣といわれた｡死に直面している人たちはいつも､大いなるレッスンをもたらす教師だった｡なぜならば､生がもっともはっきりみえるのは生の淵に追いやられたときからだ｡死にゆく人たちは自分が学んだレッスンを伝えることによって､生そのものの大切さについて多くを教えてくれる｡その人たちは英雄のように人生の経験のすべてを超越して､残されるわたしたちの行為と存在を可能にしてくれる｡ただ生きているという実感をもつために｡

1）「ほんものの自己」のレッスン
私たちは自分に与えれたレッスンを学ぶために地上に生まれてきた｡しかし､｢あなたのレッスンはこれだ｣と教えることのできる人はだれもいない｡それをみつけることが､人生という個人的な旅の一部なのだ｡

・みんなの幸福に責任を感じなくてもいい

・ありのままでいても人に好かれる自分であることに気づく

・あたしはね､たっぷりのいのちをもらって生きたんだよ｡人間はパイみたいなものさ｡両親に一切れ与え､愛する人に一切れ与え､子どもたちに一切れ与え､自分の仕事に一切れ与える｡だから､死ぬときには自分のパイが無くなっている人もいるだろうさ｡自分がどんなパイだったか､思い出せない人だっている｡でも､あたしは自分がどんなパイだったのかが､よくわかっている｡これだけは自力でみつけるものだからね｡あたしは本当の自分の姿を知って､この世から旅立つことができそうだ｡

2）愛のレッスン
・神に会うことができたら､神は｢おのれに愛をあたえ､人に愛をあたえたか？人からの､おのれの愛をうけたか？｣と問うだろう｡自分自身を愛する力は､人の愛を受け入れ､人を愛することによって身についていく｡神はわれわれに､愛し､愛される無限の機会をあたえてくれる｡その機会はありとあらゆるところにあり､われわれが利用するのを待っている｡

・愛する人がそばにだれかいてくれるだけで救いになるというときもある｡医療にたずさわる人は本来､そばにいることによって､苦しんでいる人たちになぐさめを与える存在である｡

・愛はいつも目の前に､すべてのすばらしい経験のなかに､そして悲劇の中にさえ存在している｡愛は日々の人生に深い意味をあたえるものであり､人間を人間としてあらしめているすべてのものである｡愛､神､たましい､…その名称がなんであれ､それは触知できるものであり､すべての人の内部に生きているものである｡愛は神的な経験であり､聖なるものである｡愛はわれわれの周囲にある､すべての豊かなものであり､手にとりさえすればわれわれのものになるものである｡

3）人間関係のレッスン
・わたしたちはともすれば､人間関係とはごく少数の人たち…おもに配偶者や重要な他者とのつながりのことだとおもいがちだ｡しかし、じつは友人､親戚､会社の同僚､学校の教師､買い物をする店の店員など､出会う人すべてとの関係が人間関係である｡…もっとも親密な関係から疎遠な関係まで､それぞれの人間関係に共通する分母があなたという存在である｡ひとつの人間関係に対するあなたの態度…否定的か肯定的か､好意か憎悪かを問わず…､すべての人間関係に反映している｡それぞれの関係にたくさんの愛を注ぐか､それとも少ししか注がないか､それを選択するのはあなたなのだ｡

親密な関係にあるふたりは､たがいに逆の立場からおなじ問題を共有していることが多い｡愛に悩んでいる人は､その人と鏡像関係の愛の悩みを持っている人を惹きつける｡

現在の相手をみることは､過去や未来の相手をみることよりむずかしい｡相手がずっとむかしにしたことを､いまだに根にもっている人がなんと多いことか｡たとえ相手が謝罪し､変わっていたとしても､過去の不幸な記憶で現在の相手を評価している人はたくさんいる｡備忘録を後生大事にかかえこんで相手を責めたがり､相手に過去の傷を振り返らせる｡自分の感情にしがみついて恨みをつのらせ､相手の非を証明する証拠を収集する｡過去の傷にしがみついている人は､もはや相手を愛する気のない人である｡相手に傷つけられたときは､傷つけた相手に､｢痛い！｣といって､不快な感情を手放すことを学ばなければならない｡そうすれば前進を続けることができる｡

将来に対するイメージ､こうあるべきだという幻想､戦略や備忘録を手放したとき､愛自身が行きたいところに行くものである｡どのみち、愛に指図してうまくいったためしはないのだ｡余計なものを手放したとき､愛は私たちを､想像もしなかったほどすばらしいところにつれて行ってくれる｡

人間関係にまちがいというものはない｡事態のすべては､なるべくして､なる(べく)ように展開する｡最初の出会いから最後の別れのことばまで､わたしたちはたがいに関係の中にいる｡関係をとおして自己のたましいの存在を学び､たましいの豊かな構造を学び､自己を癒しへとみちびくことを学ぶ｡愛の関係において先入観から生まれた自分だけの備忘録を手放したとき､わたしたちはだれを愛するか､いつまで続くかといった疑問をしりぞける｡わたしたちよりはるかに偉大な力によって､わたしたちのために創造された不可思議な愛をみつけるために､そのような限界を乗り越えるのだ｡

4）喪失のレッスン
・否定、怒り、取引、抑うつ、受容

・髪の毛が薄くなると､外面より内面が重要であることに気づく｡

・定年退職すると収入は減るが､自由が増える｡

・老年になると多少なりとも独立性を失うが､あたえてきた愛の一部をうけとることができる｡

・大切な所有物を失うとしばらくはがっかりするが､やがて自由になったことに気づき､身軽に生きるほうがいいとおもえるようになる｡

・人間関係が破綻したとき､真の自己を知るチャンスがおとずれる｡

・なんらかの能力が失われたとき､残された能力に感謝する｡

相手が生きていながらその相手と生活をともにできないという現実のほうが相手がこの世から永久にいなくなることより苦痛が大きく､あきらめるのがむずかしいという場合もある｡喪失するかもしれないという地獄の苦しみもまた､喪失のひとつだ｡

・喪失を克服する過程で知らず知らずに過去の喪失を再現し､それがうまくいってついには癒されることもある｡喪失に傷ついたことのある人が､喪失から身を守る方法を身につけてしまうこともある｡喪失にとらわれない､喪失を否定するという方法を身につける人もあれば､自己の痛みを感じないようにするために､喪失に傷ついた他者に手を差し伸べる人もいる｡そのようにして､喪失の痛みを必要としなくなるような自足状態をつくりあげるのである｡

・喪失は成長への王道である｡喪失の劫火をくぐることによって､私たちは人生の向こう側に行くことができる｡

5）力のレッスン
・偶然はない｡あるのはただ神の意思だけであり､それこそが真の力なのだ｡

・真の力､真の幸福､真の健康は感謝という高度な技術のなかにみいだされるものだ｡
6）罪悪感のレッスン
・生存者の罪悪感　-　自分だけ助かったときなど…

・過去の罪が未来の罪をつくりだす｡罪悪感を手放したとき､あたらしい未来を創造することができるようになる｡

・罪悪感は人生の経験の一部である｡それはときに､自分になにかが欠けていることを知らせる標識になる｡自己の信念体系や全体性から逸脱していることを知らせる指標にもなる｡そのことに気づき､過去の罪悪感を払拭することによって､わたしたちは信念と行動を合致させることができるのだ｡

他者から愛されているのだということを学ぶことはできる｡癒しへの鍵は許すことにある｡許すことは過去をみとめ､それを手放すことである｡…罪の意識を抱いているすべてのことは､浄化と許しによって消し去ることができる｡どうしても許せない人がいて､そのことで悩んでいる人は､判断し､裁くことのすべてを手放してしまおう｡神の聖なるこどものひとりとして､その人はけっして罰せられることはない｡自己を許し､他者を許しさえすれば､罪悪感はおのずから消えていく｡人は罪に値するものではなく､許しに値するものである｡そのレッスンを学んだとき､われわれはまったき自由な存在になる｡

7）時間のレッスン
8）恐れのレッスン
恐れがなくなったとき､可能性は一気にひろがる｡われわれの外側でも内側でも新しい世界が…恐れのない世界が…発見されるのを待っている｡

愛に生きる｡それがわれわれの目標である｡そして､われわれは､自己を愛するすべを身につけることによって､その目標をめざして前進することができる｡恐れを洗い流す作業は､愛に目覚めることから始まるのだ｡

恐れを乗り越えれば新しい人生がはじまる。恐れを押し流す力は､最終的には愛の力である｡
9）怒りのレッスン
10）遊びのレッスン
遊びとは外的に表現された内的な喜びのこと｡やって楽しいことはみんな遊び｡人生のあらゆる側面は遊ぶことによって楽しくなり､意味のあるものになる｡
11）忍耐のレッスン
日常生活のなかでささやかな忍耐の筋肉を使っていなければ…人生上の難問に耐えるだけのつよい筋肉をもつことができない｡その訓練をするためには､癒える力がつねに作動状態にあるということを確信しなければならない｡心はついつい変化をもとめてしまうものだから､ものごとは正確におこるべくしておこっているのだという真実を再確認する必要がある｡

宇宙はあなたの健康よりも､健康状態がどうであれ､あなたが人生をどう経験しているかを気にかけている｡宇宙は｢真のあなた｣に関心があるのだ｡いかなる状況､いかなるときにあっても､宇宙があなたの人生にもたらすものは､あなたがそうなることになっているような人になるために必要な経験である｡真実の鍵は信じることに…耐えることにある｡
12）明け渡しのレッスン
人生はなるべくしてなるように展開しているものだということに気付けば自然に方の力がぬけてくる｡

人生はジェットコースターのようなものだ｡ジェットコースターを自分の思うとおりに走らせようとしたら､どんなことになるだろうか？

宇宙にとっては､困難な状況を与えることでしか人間を癒すことができないときも少なくないのだ｡なにが｢よくない｣のかを探すよりも､ものごとをあるがままにみて､それで｢いい｣とおもってみてほしい｡

神を信じ､宇宙を信じることを学び」はじめたときに､はじめて本当のリラックスがおとずれる｡
13）許しのレッスン
人生を全うするためには許すことを学ばなければならない｡許しは苦痛や傷を癒す方法であると同時に､ふたたび他者と自己とを結びつける方法である｡

皮肉にも傷付けた人より傷ついた人にとって重要な問題であり､傷ついた人が癒されるという意味で､許しは自愛的な行為だともいえる｡

許しからは多くのものを得ることができる｡許すことによって自分を傷付けた人に奪われたと感じていた全体性の感覚をとりもどすことができる｡人は「だれでも自分自身に､そして他者との関係に､再出発するチャンスを与えることができる｡

許しとは､博愛の行為｡相手も人間である以上､過ちを犯す｡そのことで､相手も自分と同じように傷ついている｡そこに気づいたとき許しが生まれる。結局のところ人は自分を癒すために許すのだ｡相手の行為はただの行為でしかない｡その行為を許すのではない｡人を許すのだ｡

世界の救済は許すことから始まる｡

許しは一生に一度の大仕事ではなく毎日続けていく精神のトレーニングである｡それは精神的／霊的生活の保守点検作業のようなもの｡許すことによって平和が得られ愛が維持できる。ただひとつの課題はふたたび心をひらくことである｡

14）幸福のレッスン
自分がいいと感じたものでしかも長続きするものを選ぶということを学んだ。｢いいものだけを選ぶことにしたのよ｡まだ､経験してないことだったら､それを選んだあとでどう感じるかを想像するの｡本当の自分にとっていいもの、人の気分をよくするもの､誇りに思えるもの､長続きすることを選ぶことね｡そうすれば､あなたは愛と人生と幸福を選んだことになる｡

最終レッスン

過ちを犯してもなお成長し続ける善人は評価できるが、高慢になった善人は幸福にはなれない｡

最初から最後まで人生は学校であり､ひとりひとりにその人に必要な試験が課せられている｡学べるかぎりのことを学びとり､教えられるかぎりのことを教えきったとき､わたしたちはほんとうの家に帰ることができる｡

わたしたちは学びあい教えあう存在なのだ｡

死にゆく人たちが教えてくれる第一のレッスンは毎日をフルに生きるということなのだ。

今の人生と同じ人生は二度と手にすることができない｡この人生で果たしてきた役割をもう一度演じることももう一度これまでと同じように人生を経験することもけっしてできない。

今こそ、それらをしみじみ見て欲しい。
・2004年8月24日に逝去。

*-*-*-*-*-*-*-*-*
ETV特集・“最後のレッスン”キューブラー・ロス　死のまぎわの真実　　2004年12月25日(土)ＮＨＫ教育テレビ番組

・｢一生｣とよばれる時間のあいだには､学ぶべきさまざまなレッスンがある｡｢ライフ・レッスン7p｣とキューブラー・ロス博士は言う｡
・『最後のレッスン』とは晩年､自らの死を見つめ私達に残してくれたメッセージ｡番組の冒頭はキューブラー・ロス博士の次のような言葉からはじまる｡
私は神に｢あなたはヒトラーだ」と呼びかけた｡まるでヒトラーだ､と言ったのに神はただ笑っていた｡
40年間神に仕えてきて､引退したら脳卒中の発作が起きた｡何もできなくなり､歩くことさえできなくなった｡だから私は烈火のごとく怒って､神をヒトラーと呼んだ｡
多くの方々安らぎをあたえ､死後生を確信していたキューブラー・ロス博士は死を迎えるに当り､脳卒中で倒れたあと､左半身が不随になり､病状が悪化も改善もしない状態が続いた。

わたしは､一個石になったような生活をしいられてきた｡滑走路でうごかなくなった飛行機に乗っているように､早く離陸するか､搭乗口に戻るかしたいのに､それができない状態だった｡ベッドに寝ることと椅子にすわること以外はなにもすることがなかった｡私は怒った｡何を見ても､だれに会っても､無性に腹が立った｡神にさえ怒りをぶつけた｡ありとあらゆる名前で神をよばわり､悪口雑言を吐いたが､頭上に雷は落ちなかった｡
・怒りの段階をふくむ「死とその過程の五段階｣に関する私の理論は､長いあいだ数多くの人から賞賛されてきた｡しかし､わたし自身がその｢怒りの段階｣に入ったとき､知人の多くが目のまえから姿を消した｡友人の､少なくとも75パーセントは去ってしまった｡マスコミ関係者でさえ､怒りのせいで｢いい｣死の準備をしていないといって､わたしを非難した｡わたしの理論は評価するが､わたし自身が五段階のうちのひとつにいることが気に入らないらしかった｡でも､そばに残ってくれた人たちは､わたしが怒りの段階にいることをうけ入れてくれ､私に対しても､私の怒りに対しても裁くことなく､怒りをしずめることに手を貸してくれた｡
・私は､患者に怒りを表出させるべきであること､患者自身も怒りの表出にためらってはならないことを教えてきた｡脳卒中の最初の発作で入院していたとき､看護婦がうっかり､両腕をのばしてベッドに寝ているわたしの肘(ひじ)のうえにすわったことがあった｡わたしは痛みで悲鳴をあげ､生まれてはじめての「空手チョップ｣をくらわした｡じっさいにその看護婦をたたいたわけではなく､使えるほうの手でそのまねをしただけだった｡ところが､わたしのカルテには「闘争的」という注意書きがしるされた｡現代医学の世界ではめずらしいことではない｡患者の正常な反応にたいして､過剰な診断をくだしてしまうのである｡
・わたしたちは癒(い)えるために､いろいろな感情を経験し､それに熟達するために地上に生まれてきた｡乳児や幼児はいろいろな感情を経験し､慣れていく｡泣いては悲しみの感情をやりすごし､怒っては怒りの感情をやりすごす｡その正直さにおいて､死の床にある人たちはしばしば乳幼児だったころのその人に似てくる｡かれらはストレートに｢怖い｣「いやだ｣と口にすることをおもいだす｡わたしたちもかれらのように正直に自分の怒りを表現することを学ばなければならない｡怒りをためこまず､やりすごす生きかたを身につけなければならない｡それは可能である｡(187p)
・レッスンを学ぶことは成熟していくことにやや似ている｡突然幸福になったり､力がついたり､裕福になったりすることはないが､周囲の世界に対する理解が深まり､自分自身との折り合いがつけやすくなる｡人生のレッスンを学んだからといって人生が完全なものになるわけではないが､そうなるはずだったような人生をみることには確実につながる｡｢不完全な人生を大いに楽しむようになった」といった男がいたが､それはそういったたぐいのものである｡
わたしたちは自分にあたえられたレッスンを学ぶために地上に生まれてきた｡しかし､｢あなたのレッスンはこれだ｣と教えることのできる人はだれもいない｡それをみつけることが､人生という個人的な旅の一部なのだ｡(16p)
・キューブラー・ロス博士は逆に“死”を意識することで人生での学びが加速すると言う｡残り時間がないということに心の底から気づいたとき､人生の意味に関する何かが変わる｡死の淵(ふち)から脱して寛解期に入った患者が､｢残り時間がないと思っていたときのほうが幸福だった」などということはめずらしくない｡
テリーのように､死ぬまでの日数をあと何日と数えるようになったとき､わたしたちは自分の幸福について真剣に考え､幸福を感じるようになる｡たいがいの人は幸福というものを､ある出来事に対する反応として考えているが､実際の幸福とは心の状態のことであり､周囲で起こることとはほとんど関係がない｡じつに多くの人が､何かを得たとき､または何かをしたときに幸福になり､何か大変なことが起こったときに不幸になると思っている｡宝くじにあたったときの幸福､魅力的な体になったときの幸福､しわをとったときの幸福は長つづきしない｡それは一時的な高揚感でしかなく､その時期がすぎると､たちまちもとの幸福あるいは不幸な状態にもどってしまう｡
自分を幸福にするために必要なものはすべてあたえられている｡私たちはただ､自分にあたえられているものの使い方を知らないだけなのだ｡私たちの知性､感情､そしてたましいは､文句なく幸福になるようにつくられている｡幸福の遺伝子は完璧(かんぺき)に設計され､配置されている｡どんな人でも幸福をみつけることができる｡必要なのは､それを正しい場所でみつけることだけだ｡
幸福は人間の自然な状態なのだが､わたしたちは不幸な状態に安住するように訓練されている｡(254p)
・現実に死の床につくまえに死に対処するのはむずかしいことだが､死のまぎわにこそ人生の本質があるという事実は否定できない｡わたしたちは死の床にある人たちに教えを乞(こ)うてきた｡死はそれにそなえて実験することもできなければ､事前に経験することもできない､ただ一回だけの試練だからだ｡だから､わたしたちは､死に直面している人たちを師として､頼りにするほかないのだ｡
人は死のまぎわに､めざましい変化をとげる｡わたしたちは死の床にある人たちから貴重なレッスンをうけとり､変化しても､変化の結果を享受するだけの時間の余裕がある人たちに､それを伝えるためにこの本を書いた｡
・死の床にある人たちが教えてくれた意外なレッスンのひとつは､致命的な病気の宣告をうけたときに人生がおわるのではなく､そのときに人生がほんとうにはじまるのだということだった｡死の宣告をうけたときに真の生がはじまるのは､死をリアリティとしてみとめたとき､同時に生のリアリティをみとめざるを得なくなるからだ｡その人は自分が「まだ生きている」ことに気づく｡今自分の人生を生きなければならないこと､いま生きるべき人生はこれしかないことに気づく｡ようするに､死にゆく人たちが教えてくれる第一のレッスンは､毎日をフルに生きるということなのだ｡
・あなたが最後に海をながめたのはいつのことだろう？
朝の空気を味わったのは？赤ん坊の髪の毛にさわったのは？
おいしい料理をたべたのは？
はだしで草のうえを歩いたのは？
青い空をながめたのは？
それらはすべて､もしかしたら二度と得ることのできない貴重な経験になるかもしれない｡死にゆく人たちが｢もう一度だけ星空がみたい｣「もう一度､しみじみ海をながめたい」というのをきくとき､わたしたちはいつもハッとさせられる｡海のそばに住んでいる人はたくさんいるが､しみじみ海をながめ､海を味わいつくす人はほとんどいない｡ほとんどの人は空の下に住んでいながら､星をながめようともしない｡わたしたちはほんとうに人生にふれ､味わい､堪能(たんのう)しているだろうか？非凡なものを､とりわけ平凡のなかにある非凡なものを､感知しているだろうか？(274p)
・いまの人生とおなじ人生は二度と手にすることができない｡この人生ではたしてきた役割をもう一度演じることも､もう一度これまでとおなじように人生を経験することも､決してできない｡あの両親のもとに生まれ､この家族をもち､この子どもに恵まれ､この環境､この状況のもとに生きてきたように､この世界を経験することは､もう二度とできない｡同じ顔ぶれの友人をもつことも､今回の生限りである｡あの海､あの空､あの星､あの愛する人を､最後にもう一度だけみたいと願うようになるときまで待つ必要はない｡今こそ､それを､しみじみ見てほしい｡（276p)
※最近の研究により魂は永遠でさまざまなことを体験し学びながら成長していくことがわかっています｡
この世に生を受けているということは､やがて滅びてしまう肉体を通じてしか経験のできないことを学ぶためです｡
・そう考えればたった今生きているというごく限られた時間の中で体験する一つ一つのことが、自分にとって好ましいことでも､好ましくないことでも､とても貴重で大切なできごとなので､その体験を通じてもたらされた喜びも悲しみもしっかりと味わい､自分が成長していく糧にしていくことが必要なのです｡
ロス博士の最後のレッスン
※最近の研究では｢世の中に偶然はない｣と言われています｡
晩年､脳卒中で心身共につらい状況であったキューブラー・ロス博士は､これも“最後のレッスン”として自分には必要なことだったと言われます｡
1995年にアリゾナの砂漠に移住したわたしは､ある年の母の日に脳卒中でたおれ､麻痺(まひ)状態におちいった｡それから数年間は､死の戸口に立たされたままだった｡すぐにも死がやってくるだろうと､幾度となく覚悟した｡そして幾度となく､それが訪れてこないことに失望した｡準備はできていたからである｡でも､死ななかった｡なぜなら､わたしにはまだ学ぶべきレッスンが､最後のレッスンがあったからだった｡そのレッスンの数々は人間の生に関する究極の真実であり､いのちそのものの秘密である｡(7p)

*-*-*-*-*-*
(一部略)
・番組の冒頭で､神に｢あなたはヒトラーだ」と呼びかけた…
・中高年期には、仕事に忠実なあまり、ほとんど家庭を顧みることがなかった。

・キューブラー・ロス博士自身が老いて病に侵され、彼女自身が死とどう向き合うかが番組後半の焦点
・博士の若い女性の友人によると、彼女はただのユーモアにあふれた老いた女性だった。

・彼女はそんな中『life lesson』という本を著した。そこで｢愛を受け入れる｣と言う最後のレッスンを学ばなければならないと語る。番組の評者に言わせればそれでもまだ元気な頃の本だとは言うのだが。

・死ぬときには自分を正直にさらけだして死に行く。そのことが、他の人への何らかの生きる道を示すことになる。ホスピスだって行けば安楽に死ねるわけではない。結局は自分で何かを探すことが大事なのだ。人は死ぬ間際にさえ変わることができるのだ、と評者らは語る。
・原点となったのは｢黒ウサギ｣(※前述)　
・晩年の博士は孫をかわいがる。娘はそんな母をみて幸せに感じる。やがて彼女はベッド脇で転倒し、そのまま老人ホームで過ごすことになる。ベッド脇には娘や孫の写真を飾り、不自由な体を起してもらって眺めていたという。
・息子は最後の10年間は､子供の頃にできなかった母とのふれあいを埋め合わせる時間だったと語る。

・2004年8月4日、博士の心臓の鼓動は次第にゆっくりになっていく。母はとてもやすらかだった。僕らは人工栄養などは何も与えなかった。彼女が逝くことは悲しかった､と息子は語る。娘は、母にとって理想的な死ではなかったかと語る。
･8月24日、彼女は死ぬ。78年の生涯だった。

すぐれた精神科医は不器用に愛を求める一人の女性だった、か。
いいナレーションだ。いい番組だった。録画しておかなかったのが残念だ。

http://yomisuke.tea-nifty.com/yomisuke/2004/12/etv.html　より

『最後のレッスン～キューブラー・ロスかく死せり～』
2006年4月8日　NHK　BSドキュメンタリー
・人生では二つのことが大事なのよ
愛を与えることと
愛を受け入れること
愛を受け入れるということに関して私は落第だった
自分を愛するなんてとんでもないと思うから
あまり多くの愛を得られなかった
だから私は学ぶことになっているのよ
いやでたまらないけど
とにかく学ばなければいけないの
・多くの最期をみとることでたくさんの人々に愛を与えてきましたが､仕事に忙殺されることで子供にさびしい思いをさせ､夫も離れていきました｡
・どうしたら愛を受け入れることができるのか｡
もう他人の世話をするのではなく､世話をされる自分を受け入れること｡とても厳しいことですが､脳卒中という人のお世話になるしかない状況に自らをおいて人の愛を受け取る｡それがキューブラー・ロス博士にとっての最後のレッスンでした｡
キューブラー・ロス博士は78歳で他界しましたが､70歳を過ぎてから娘さんの二人のお孫さんにめぐまれました｡
苦しい状況の中でもお孫さんに会うことが大きな喜びになりました｡
お孫さんとのふれあいは失っていた家族の愛をあたえてくれました｡
キューブラー・ロス博士は､お子さんたちとベッドのまわりで遊ぶお孫さんたちにかこまれ､愛につつまれながら最期の時をむかえました｡
・アリゾナ州にあるキューブラー・ロス博士の墓碑銘には､生前のお言葉を参考に家族の意志で次の言葉が刻まれています｡
喜びや悲しみを分かち合う友人､教師
そして自らも一人の生徒であった
人生を卒業して、今銀河でダンスを踊る
今生で大きな使命を果たし､晩年は大きな試練を乗り越えた｡
※最近の研究
・医学の発達により世界中から報告されるようになった「臨死体験｣や心理療法のひとつの催眠の技術が発達したことによる｢退行催眠｣によって「過去生｣の存在があきらかになりました｡
・これらの研究により“生の意味”が明らかにされつつあります｡
・飯田史彦著－『生きがいの創造』(PHP研究所)､他に､『生きがいの本質』『ブレークスルー思考』『生きがいの真実』など
エリザベス・キューブラー・ロス｡
医学博士､精神科医｡ターミナルケア(終末期医療)､
サナトロジー(死の科学)のパイオニアであり､
その成果をまとめた『死ぬ瞬間』は世界的なロングセラーとなった｡この『ライフ・レッスン』､で語られる数々のレッスンは､
「人間の生に関する究極の真実であり､いのちの秘密｣です｡
今､自分が多くの祝福を受けて生きていることを実感できる一冊｡
http://risshi.life.coocan.jp/bookban04.html#ross02#ross02
新しい人生最後時の過ごし方　生前葬など

・生前葬
・自然葬

・エンディング・ノート
映画｢おくりびと｣に見る人生最後の時

・音楽
・写真
・納棺するもの
死をめぐる書籍

・ダギーへの手紙

・大往生

夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所知多クリック内http：//www.chitac.com/

以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡2010.12.15
http://homepage3.nifty.com/r-nakamura-qol/sub422.htm
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